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会
期
　
二
〇
一
九
年
七
月
十
九
日（
金
）〜
九
月
一
日（
日
）

展
示
説
明
会
　
七
月
二
十
日
（
土
）
　
午
後
一
時
三
十
分
よ
り

　
令
和
元
年
度
最
初
の
夏
季
企
画
展
は
︑常
磐
山
の
舞
台

障
子
腰
襖
を
作
画
し
た
横
山
清
暉︵
よ
こ
や
ま
せ
い
き
・

一
七
九
三
～
一
八
六
五
︶の
作
品
を
展
示
す
る
企
画
で
す
︒

　
清
暉
は
︑平
安
四
名
家
の
一
人
に
数
え
ら
れ
︑幕
末
期
の

京
都
画
壇
を
代
表
す
る
四
条
派
の
画
人
で
︑当
時
の﹁
名

手
﹂で
あ
り﹁
著
名
人
﹂で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
︒し
か
し
生
存
中
は
も
ち
ろ
ん
︑没
後
の
江
戸
時
代
末
期

か
ら
現
在
ま
で
︑描
か
れ
た
作
品
を
単
独
で
取
り
上
げ
た

り
︑ま
と
ま
っ
た
作
品
を
紹
介
す
る
展
示
は
一
切
開
催
さ

れ
て
お
ら
ず
︑清
暉
の
展
示
解
説
図
録・作
品
集
等
は
皆
無

で
す
︒つ
ま
り
今
回
の
企
画
展
が
︑史
上
初
め
て
の
展
覧
会

と
な
り
ま
す
︒

　
横
山
清
暉
の
業
績
と
︑優
れ
た
画
技・美
し
い
作
品
群
を

再
認
識
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
︒

円
山
応
挙

四
条
派（
円
山
・
四
条
派
）

呉
春

松
村
景
文

松
村
玉
文

横
山
清
暉

長
谷
川
玉
峰

八
木
奇
峰

北
村
李
軒

京
に
い
た
絵
師
た
ち
の
系
譜

【ホームページ】http://www.nagahama-hikiyama.or.jp/
編集・発行：（公財）長浜曳山文化協会 〒526-0059 滋賀県長浜市元浜町14-8 TEL0749-65-3300 FAX0749-65-3440

【Facebook】https://www.facebook.com/hikiyamabunka/

だより
2019. 7

紙本金地著色　菊白頬鳥図　呉服町組常磐山蔵

《
企
画
展
》

曳
山
を
彩
る
絵
師
た
ち
Ⅳ

横
山 

清
暉

よ
こ
や
ま

　

せ

い

き

　
横
山
清
暉︵
一
七
九
三
～
一
八
六
五
︶は
︑江
戸
時

代
後
期
に
京
都
で
活
躍
し
た
四
条
派
の
絵
師
︒

　
寛
政
五
年︵
一
七
九
三
︶︑京
都
に
生
ま
れ
る
︒名
は

清
暉・暉
三
と
い
い
︑字
は
成
文
で
︑通
称
は
主
馬・詳

介
で
あ
る
︒ま
た
霞
城・吾
岳・奇
文
と
号
し
た
︒始

め
江
村
春
浦
に
つ
い
て
画
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
︑後

に
呉
春
︑そ
し
て
松
村
景
文
に
師
事
し
た
︒厳
し
い
修

行
に
耐
え
︑師
の
画
格
を
受
け
継
ぎ
︑山
水
人
物
花

鳥
画
を
得
意
と
し
た
︒師
匠
譲
り
の
筆
法
は
は
な
は

だ
精
鋭
で
構
図
に
長
じ
て
い
た
︒幕
末
に
は
︑中
島
来

章・岸
連
山・塩
川
文
麟
と
共
に
︑﹁
平
安
㈣
名
家
﹂と

謳
わ
ま
し
た
︒慶
応
元
年︵
一
八
六
五
︶九
月
二
日
に
︑

死
去
し
た
︒享
年
七
三
歳
︒法
号
は
︑蓮
華
院
清
輝
日

妙
居
士
︒墓
は
︑京
都
市
東
山
区
安
養
寺
と
東
山
区

仁
王
門
通
本
妙
寺
に
あ
る
︒前
者
は
︑一
周
忌
に
建
立

し
た
と
推
定
さ
れ
る
︒弟
子
に
︑横
山
春
暉・村
瀬
双

石・岡
嶋
清
曠
な
ど
が
い
る
︒

横
山
清
暉
略
歴



－２－

　
令
和
元
年︵
二
〇
一
九
︶八
月
に
︑一
週
間
の
予

定
で
実
施
さ
れ
る
博
物
館
実
習
に
係
る
調
査
を
︑

長
浜
曳
山
祭
の
四
月
九
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
日

程
で
行
い
ま
し
た
︒

　
博
物
館
実
習
と
は
︑博
物
館
の
専
門
職
で
あ
る

学
芸
員
資
格
を
取
得
す
る
際
に
︑実
際
の
博
物
館

で
学
芸
員
の
仕
事
を
体
験
す
る
実
習
授
業
で
す
︒

　
令
和
元
年
度
は
︑二
名
の
実
習
生
を
受
け
入
れ

る
予
定
で
す
︒今
回
の
曳
山
祭
調
査
は
︑八
月
の
実

習
事
業
に
先
立
っ
て
︑曳
山
祭
を
肌
で
体
感
し
て

も
ら
う
た
め
に
行
い
ま
し
た
︒四
月
九
日
の
厳
粛
な

線
香
番
と
稽
古
︑勇
壮
な
裸
参
り
を
密
着
し
て
写
真

撮
影
し
ま
し
た
︒

　
各
行
事
は
︑博
物
館
学
芸
員
が
懇
切
丁
寧
に
解

説
し
︑見
所
を
撮
影
見
学
し
ま
し
た
︒十
二
日
の
裸

参
り
か
ら
深
夜
の
お
越
し
太
鼓
︑翌
早
朝
の
御
幣

迎
え
・籤
取
り
式
の
儀
ま
で
︑息
も
つ
か
せ
ぬ
行
事

の
連
続
で
感
銘
が
深
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
︒

　
最
後
は
本
衣
装
を
着
用
し
化
粧
し
た
子
ど
も

役
者
が
︑華
麗
な
狂
言︵
歌
舞
伎
︶を
披
露
す
る
十

三
日
番
で
︑調
査
を
終
え
ま
し
た
︒

　
今
回
の
調
査
は
︑伊
部
町
組
翁
山
の
全
面
的
な

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒記
し
て
謝
意
に
代

え
ま
す
︒

公開稽古（10日）線香番（９日） 裸参り（９日）

実習生が撮影した写真（抜粋）

　
長
浜
市
立
西
中
学
校
総
合
学
習

で
は
︑当
財
団
の
伝
承
委
員
の
方

が
中
心
に
な
っ
て
指
導
に
協
力
し

ま
し
た
︒実
際
に
曳
山
の
装
飾
品

に
生
き
物
が
描
か
れ
た
り
︑彫
ら

れ
た
り
し
た
見
学
し
︑ク
イ
ズ
形

式
問
題
を
解
き
学
習
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
︒

　
伝
承
委
員
会
は
平
成
十
二
年
の
曳
山
博
物
館
開
館
と
同
時
に
︑長
浜
曳
山
祭
を

催
行
す
る
山
組
関
係
者
を
中
心
に
組
織
し
︑長
浜
曳
山
祭
を
保
存・伝
承
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
︒活
動
の
一
つ
と
し
て
長
浜
市
立
西
中
学
校
一
年
生
が
長
浜
の
歴

史
や﹁
郷
土
愛
﹂を
育
め
る
よ
う
︑曳
山
祭
や
関
連
す
る
伝
統
工
芸
な
ど
の
体
験
学

習
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

　
昨
年
の
伝
統
文
化
教
室
で
生
徒
が
制
作
し
た﹁
蒔
絵
﹂

の
作
品
を
︑滋
賀
銀
行
長
浜
支
店
に
て
展
示
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
︒︽
展
示
期
間：五
月
十
六
日︵
木
︶～
六
月

十
四
日︵
金
︶︾

　
ま
た
︑六
月
十
七
日︵
月
︶～
二
十
八
日︵
金
︶に
か
け

て
︑長
浜
市
役
所
本
庁
の
市
民
サ
ロ
ン
に
て
展
示
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒ぜ
ひ
︑ご
覧
く
だ
さ
い
︒

◆《
伝
承
委
員
指
導
》長
浜
市
立
西
中
学
校
総
合
学
習「
蒔
絵
」

　
生
徒
作
品
展
示

　

「曳山生き物探し」滋賀銀行長浜支店での展示のようす

◆
平
成
三
十
一
年
四
月
十
六
日（
火
）開
催

　《
伝
承
委
員
支
援
》長
浜
市
立
西
中
学
校
総
合
学
習「
曳
山
生
き
物
探
し
」

学
芸
員
実
習
　
実
施
に
つ
い
て

伝
承
委
員
の
活
動
に
つ
い
て



－３－

　
昨
年
度
︑曳
山
博
物
館
修
理
ド
ッ
ク
に
収
蔵
さ
れ

て
い
た
北
町
組
青
海
山
は
無
事
に
修
理
を
終
え
︑曳

山
交
替
式
が
行
わ
れ
た
四
月
六
日
に
修
理
ド
ッ
ク
を

出
て
︑曳
山
博
物
館
展
示
室
内
の
収
蔵
庫
に
移
動
し

ま
し
た
︒現
在
︑青
海
山
は
本
館
展
示
室
に
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
︒

　
そ
し
て
令
和
元
年
五
月
一
日
に
は
︑新
た
に
大
手

町
組
壽
山
を
山
蔵
か
ら
曳
き
出
し
︑修
理
ド
ッ
ク
に

収
蔵
い
た
し
ま
し
た
︒本
年
度
︑ま
た
来
年
度
に
か

け
て
修
理
を
行
う
に
あ
た
り
︑こ
れ
か
ら
二
年
間
︑

壽
山
を
当
館
で
お
預
か
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　
今
回
の
壽
山
修
理
で
は
︑曳
山
本
体
の
一
部
を
解

体
し
て
木
部
︑漆
︑錺
金
具
の
修
理
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
︒修
理
は
︑木
部
は
橋
本
工
務
店
さ

ん
︑漆
は
渡
邉
美
術
工
藝
さ
ん
︑錺
金
具
は
金
泉
堂

さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
す
︒い
ず

れ
の
業
者
さ
ん
も
長
浜
で
ご
活
躍
さ
れ
︑曳
山
の
修

理
に
も
数
多
く
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
実
績
の
あ
る

方
々
で
す
︒

　
修
理
の
様
子
は
曳
山
博
物
館
二
階
の
修
理
ド
ッ
ク

観
覧
窓
よ
り
見
学
が
可
能
で
す
の
で
︑興
味
の
あ
る

方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
︒屋
根
を
取
り
外
し
て
の
大

が
か
り
な
修
理
に
な
り
ま
す
の
で
︑曳
山
の
普
段
は

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
部
分
を
皆
様
に
見
て
い

た
だ
け
る
機
会
に
も
な
る
か
と
思
い
ま
す
︒

５月１日　「壽山」修理ドックへ収蔵５月１０日　壽山修理委員会修理ドック観覧窓より

定期発表会のようす

今
年
度
の
曳
山
修
理
に
つ
い
て

三
役
修
業
塾
定
期
発
表
会 

開
催
の
お
し
ら
せ

　
三
役
修
業
塾
は
長
浜
曳
山
祭
の
子
ど
も
歌
舞
伎

に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い﹁
振
付
﹂﹁
太
夫
﹂﹁
三

味
線
﹂を
地
元
で
育
成
す
る
組
織
で
す
︒定
期
発
表

会
で
は
︑塾
生
の
修
業
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
︒

︻
義
太
夫
部
門
︼ 

七
月
二
十
一
日︵
日
︶

　
﹁
増
補
生
写
朝
顔
話
宿
屋
の
段
﹂

　
﹁
絵
本
太
功
記
十
段
目 

尼
崎
の
段
﹂

    

　

七
月
二
十
一
日︵
日
︶は﹁
義
太
夫
部
門
﹂の
発
表

で
す
︒義
太
夫
部
門
の
塾
生
は
︑垂
井
や
米
原
の
曳

山
祭
に
も
出
演
す
る
な
ど
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い

ま
す
︒塾
生
の
︑日
ご
ろ
の
鍛
錬
の
成
果
を
ど
う
ぞ

ご
覧
く
だ
さ
い
︒

︻
振
付
部
門
︼ 

八
月
二
十
五
日︵
日
︶

　
﹁
碁
太
平
記
白
石
噺 

新
吉
原
揚
屋
の
場
﹂

　
八
月
二
十
五
日︵
日
︶は﹁
振
付
部
門
﹂の
発
表

で
す
︒今
年
の
長
浜
曳
山
祭﹁
翁
山
﹂で
も
上
演
さ

れ
た
外
題﹁
碁
太
平
記
白
石
噺 

新
吉
原
揚
屋
の

場
﹂を
実
際
に
演
じ
ま
す
︒約
一
年
ぶ
り
︑二
度
目

の
発
表
会
で
す
︒

義太夫部門義太夫部門振付部門

上
演
場
所
：
曳
山
博
物
館
伝
承
ス
タ
ジ
オ

開
演
時
間
：
午
後
二
時
よ
り

参  

加  

費
：
入
場
無
料
・
予
約
不
要

︽
義
太
夫
指
導
︾  

豊
澤 

千
賀
龍

　
　
　
　
　
　

 

豊
澤 

賀　
祝

︽
振
付
指
導
︾  

岩
井 

小
紫



年
間
観
覧
券
の
ご
案
内

展
示
等
の
お
知
ら
せ

曳山博物館
N  A  G  A  H  A  M  A       H  I  K  I  Y  A  M  A       M  U  S  E  U  M

ON THE CROSSROAD OF OTEMON St. AND HAKUBUTSUKAN Ave.

発行日：令和元年６月26日

曳山の展示企画展山組マンスリー

７
月
　
翁
　
山
　

８
月
　
鳳
凰
山

９
月
　
髙
砂
山

－４－

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）
、長
浜
曳
山
祭
の

出
番
山
が
、ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。「

横
山 

清
暉
」

企
画
展
曳
山
を
彩
る
絵
師
た
ち

７
月
　
日
　
　
〜
９
月
１
日

山
組
マ
ン
ス
リ
ー
と
は
、
１
か
月
ご
と
に
、
各
山
組

が
担
当
し
て
、
博
物
館
を
活
用
し
、
来
館
者
に
長

浜
曳
山
祭
や
曳
山
の
魅
力
に
つ
い
て
を
独
自
の
視

点
か
ら
紹
介
・
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く
企
画
で
す
。

　
月
　
日

　
月
　
日
　
〜

30

６

22

４

（
月
）

（
日
）

【
　
　
　
　
　
　
】

曳
山
二
基
公
開
靑
海
山
・
諫
皷
山

　
月

　
月
　
日
　
〜
９

１

７

（
月
）

【
　
　
　
　
　
　
】

曳
山
二
基
公
開
月
宮
殿
・
春
日
山

　
曳
山
博
物
館
で
は
︑随
時 

年
間
観
覧
券
の
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
︒ご
購
入
か
ら
一
年
間
︑い
つ
で
も
何
度

で
も
ご
入
館
い
た
だ
け
ま
す
︒

◎
個
人
券　

一
年
間 

二
、
〇
〇
〇
円

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ご
本
人
の
み
）

◎
家
族
券　

一
年
間 
三
、
〇
〇
〇
円

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ご
本
人
含
め
ご
家
族
五
名
様
ま
で
）

◎
法
人
券　

一
年
間 

一
〇
、
〇
〇
〇
円

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
回
に
つ
き
一
〇
名
様
ま
で
）

通
常
大
人
六
〇
〇
円
で
す
の
で
大
変
お
得

な
券
で
す
。
い
つ
で
も
事
務
所
に
て
販
売

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

（
℡
０
７
４
９-

６
５-

３
３
０
０
）

長
浜
曳
山
祭
パ
ネ
ル

　
　
　
　
　
　
巡
回
展
の
開
催

19
（
金
）

（
日
）

　
第
二
回
目
の
巡
回
パ
ネ
ル

展
示
は
イ
オ
ン
長
浜
店
に
て

開
催
し
ま
し
た
︒パ
ネ
ル
の
ほ

か
に
靑
海
山
の
模
型
な
ど
も

展
示
し
︑た
く
さ
ん
の
方
に

ご
覧
い
た
だ
く
機
会
と
な
り

ま
し
た
︒

︻
展
示
期
間
︼

三
月
二
十
二
日︵
金
︶

　
　
　
　
～
五
月
八
日︵
水
︶

★

「
曳
山
交
替
式
」春
か
ら
秋
へ

　
例
年
︑四
月
の
第
一
土
曜
日
に
開
催
し
て
き
た﹁
曳
山

交
替
式
﹂︒そ
の
開
催
が
十
月
第
二
土
曜
日
と
な
る
予
定

で
す
︒今
年
の
交
替
式
は
既
に
四
月
に
開
催
し
ま
し
た

が
︑今
秋
十
月
十
二
日︵
土
︶に
二
度
目
の
交
替
式
を
開

催
し
ま
す
︒詳
細
な
こ
と
は
今
後
順
次
告
知
を
し
ま
す

の
で
︑ぜ
ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
︒

10月＜曳山交替式＞ 4月

翌年の出番山4山が
各町の山蔵へ

戻り山(4/15)

登り山(4/14)

曳山博物館

町内山蔵

町内山蔵

長浜曳山祭曳山博物館

町内山蔵

町内山蔵

長浜曳山祭

4月～翌年10月

祭りの翌年10月、
ふたたび曳山博物館へ

10月~4月翌年の出番山4山が
各町の山蔵へ

半年間、山蔵で祭に備える

戻り山(4/15)

登り山(4/14)

祭りの翌年10月、
ふたたび曳山博物館へ

1年間収蔵
（3か月ごとに公開）

半年間、山蔵で祭に備える
◆変更案


